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3)乳癌肝転移再発に対するリザーバー肝動注

化学療法の経験

朗
弘
幸
郎
富

男
窓

雅
和
鷺

山
高

貴
浩

山
子
田
藤
山

川
川

下
金
岡
式
中
揚
石

う
ノF

院病央中立
科
県
外
.ら

彦
晋
志
樹

和

高
正LiiiZ

村
木
野
番

場
鈴
音
長

同
′ら郎
史
利
裕
崎尾
閑 放射鮒 )

乳癌肝転移例の予後は極めて不良で治療に反応しにく

いことが知られている.我々は8例にリザーバー肝動注

化学療法を経験した.CRl例,PR5刑で奏功率は75%

だった.ポートの閉塞や寒剤分布不良などのカテーテル

トラブルが 8例中6例に認められ,NC,PD の症例も

薬剤分布不良を認めた.動注開始後の生存期間は中央値

12.7ケ月,平均15.6ケ月であり.肝動注による明らか

な生存期間の延長は認めなかった.しかし,死亡例で肝

転移により死亡したと思われるものは1例のみであっ

た.

結語 :肝動注による肝転移のコントロールは比較的良

好と思われたが.全身転移の制御とカテ-チ)L,管理が蚤

要と思われた,

射 乳癌再発症例の検討
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【H的】局所治療の有用性を明らかにするために再発

乳癌症例を retrospectiveに検討した.1981年以降に

手術が施行された乳癌患者385例で再発例81例のうち

1999年1月現在予後確認されている48例を対象とした.

【結果】㊥局所治療群と非局所治療群では生存期間に

有意差は認められなかったが,再発後生存期間は局所治

療群で有意に長かった しp-0.0316).②術後無痛期間
が 2年以上の症例は再発後の生存期間が有意に長 く

(p-0.0125)さらに局所治療群の方が生存例が多かっ

た.

以上より乳癌再発症例において,症例を選んだ局所治

療は有用であると考える.

5)当院における乳癌術後肝転移切除例の治療

経験
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乳鳩の肝転移は外科切除となることは稀である.今回

単発肝転移の切除術を2例経験した.症例1は65歳の女

悼.1995年4F】右乳房に直系約 2cm の腫癖を触れ.

MMG,Echo,ABC にて右乳噂 と診断.5月8E]

modifiedradicLalmastectomy施行した.術後2年
1カ月の腹部 CTにて,肝 S4に異常を認め,精査に

て livermetaと診断.1998年11月25日石拡大右葉切

除術を施行した.症例2は51歳の女性.1997年12月3日

右乳房に硬い腺痛を触れた.九･･IMG,Echo,ABC にて

右乳癌と診断.12月8日 modifiedradicalmastee-

tomyを施行した.術後2年lカF-3の Eehoにて肝左

黄外側区に hypoechoiemass を認め,精東にて

liveermetaと診断し,1999年6円1[=]肝左襲切除術

を施行した.
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